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   石井詩歩 
３ 要旨 

県内の夏秋トマト産地では、夏期の高温の影響により着果不良や障害果の発生が問題となって
いる。そこで、高温対策としてミスト噴霧した水の気化冷却を利用した技術を導入し、施設内環
境やトマトの収量及び品質に及ぼす効果を調査した。その結果、「りんか 409」の夏秋栽培にお
いて、ミスト噴霧によりパイプハウス内の気温と飽差上昇が抑制され、放射状裂果の発生が抑え
られる傾向にあることを明らかにした。 

 
（１）ミスト噴霧によってパイプハウス内気温が 35℃以上になる積算時間が短縮でき、飽差の上

昇を抑制できる（表 1）。 
（２）ミスト噴霧によって放射状裂果の発生が抑えられる傾向がある（図 1）。 
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表 1 ミスト有無による施設内の気温の比較 

図 1 放射状裂果の発生状況（2023 年） 
※収穫期間は 6 月 28 日～11 月 9 日。 

※発生割合は、1 株当たりの総収穫果数に占める

放射状裂果数の割合。 


